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本 部

店 舗 の ご 案 内

ご あ い さ つ

　皆さまには、平素より氷見伏木信用金庫に

格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

　ここに令和 6 年度の事業の概況につきまし

てご報告申し上げます。当金庫は、地域にお

いて人手不足や後継者問題といった構造的な

問題が深刻化する中、資金繰り支援にとどまらず、顧客に寄り添っ

た経営改善や事業承継支援、各種補助金申請支援など事業者の課

題解決に取り組んでまいりました。

　決算につきましては、預金は金利上昇を機会としたキャンペーンに

より、前期比 51億円増加の1,026 億円となり、貸出金は震災関連

融資への積極的な取組みにより、前期比 6 億円増加の264 億円と

なりました。損益では、預金利息の増加による資金利益の減少やロ

スカットに伴う債券売却損を計上したものの、預け金利息の増加や

信用コストの減少により、経常利益で前期比 44百万円増加の217

百万円、当期純利益は前期比 36百万円増加の127百万円となりま

した。自己資本比率は、18.65％と国内基準の4％を大幅に上回り、

経営の健全性、安全性は十分堅持しております。

　令和 6 年度は、新本店の移転新築、2店舗の統合が完了し新本

店を拠点とした5店舗体制となりました。中期経営計画にあります

「未来への第一歩を踏み出そう」のスローガンのもと、地域経済を支

えるこの体制を盤石なものとするため、経営基盤の強化、人材の育

成等、当金庫の様々な経営課題の解決を図るとともに、「震災から

の復興に向けた取引先の支援」、「中心市街地の賑わい創出」など地

域の活性化・持続的な発展に貢献してまいります。お客さまの経

営課題に向き合い、お客さまとの「絆」を深め、地域とともに成長す

ることを目指し、全力を傾注してまいります。

　今後とも皆さまの格別のご厚情とご支援をお願い申し上げ、ご挨

拶とさせて頂きます。

　　令和 7年 6月

理事長　太　田　栄　幸　　　



損 益 計 算 書貸 借 対 照 表

科　　　　　目 金　　　　　　　　額

自　令和 6年 4月 1日令和 7年 3月 31 日現在 至　令和 7年 3月 31 日
（単位 千円）（単位 千円）

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

貸 出 金 利 息

預 け 金 利 息

有価証券利息配当金

そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益

受 入 為 替 手 数 料

そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益

国 債 等 債 券 売 却 益

そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

預 金 利 息

給付補填備金繰入額

借 用 金 利 息

そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用

支 払 為 替 手 数 料

そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用

国 債 等 債 券 売 却 損

そ の 他 の 業 務 費 用

経 費

人 件 費

物 件 費

税　　　　　　　　金

そ の 他 経 常 費 用

そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損

減 損 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）

当 期 未 処 分 剰 余 金

1,466,056

1,248,174

217,882

－

68,075

149,807

21,531

579

22,110

127,696

1,166,878

1,294,575

注１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

合　　　　計合　　　　計

資 産 の 部 金　　額 負債及び純資産の部 金　　額

1,171,273

352,061

57,612

751,783

9,816

75,226

34,051

41,175

42,529

28,378

14,150

177,027

177,024

3

74,646

71,631

423

1,766

825

61,348

13,926

47,421

195,102

194,994

108

912,756

489,714

373,881

49,160

4,320

4,320

26,482

41,592

現 金

預 け 金

買 入 金 銭 債 権

有 価 証 券

国 債

地 方 債

社 債

株 式

その他の証券

貸 出 金

割 引 手 形

手 形 貸 付

証 書 貸 付

当 座 貸 越

そ の 他 資 産

未決済為替貸

信金中金出資金

未 収 収 益

その他の資産

有 形 固 定 資 産

建 物

土 地

リ ー ス 資 産

その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産

ソフトウェア

その他の無形固定資産

繰 延 税 金 資 産

債 務 保 証 見 返

貸 倒 引 当 金

（うち個別貸倒引当金）

預 金 積 金

当 座 預 金

普 通 預 金

貯 蓄 預 金

通 知 預 金

定 期 預 金

定 期 積 金

その他の預金

借 用 金

借 入 金

そ の 他 負 債

未決済為替借

未 払 費 用

給付補填備金

未払法人税等

前 受 収 益

払 戻 未 済 金

払戻未済持分

リ ー ス 債 務

その他の負債

賞 与 引 当 金

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

睡眠預金払戻損失引当金

偶発損失引当金

債 務 保 証

負 債 の 部 合 計

出 資 金

普 通 出 資 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

特別積立金

（うち経営基盤強化積立金）

当期末処分剰余金

処 分 未 済 持 分

会 員 勘 定 合 計

その他有価証券評価差額金

純資産の部合計

109,563,689

2,150,937

30,160,166

35,013

49,438,371

4,664,410

774,590

28,595,212

68,558

15,335,601

26,444,890

83,597

1,927,851

23,572,554

860,887

833,616

18,957

522,200

207,431

85,028

1,318,766

755,664

347,218

15,084

200,799

11,869

10,173

1,695

18,317

15,019

△863,279

（△815,246)

109,563,689

102,664,783

1,463,503

40,849,196

222,397

140,574

57,827,823

1,697,992

463,295

712,430

712,430

199,213

26,215

67,528

536

27,641

15,331

3,692

3,436

15,084

39,746

24,134

304,122

22,201

5,616

3,625

15,019

103,951,145

157,729

157,729

8,855,966

161,391

8,694,575

7,400,000

(850,000)

1,294,575

△1,065

9,012,630

△3,400,086

5,612,543



　能登半島地震により被災された事業者さまへ

　施設・設備の復旧等に要する経費を補助する
「富山県なりわい再建支援補助金」に加え、業務
改善等に係る各種補助金制度の申請支援を行っ
ております。
　ご検討の際は、店頭窓口までお問い合わせく
ださい。

　ぶり奨学ローン

　氷見市の「ぶり奨学助成制度」の要件を満た
した場合、
①卒業後の元金返済分
②借入額に応じた在学中及び卒業後の利息相当額

（①と②合わせて最高 240 万円）が氷見市から助
成されます。

　いつも当金庫を支えていただいている出資
　会員の皆さま

　氷見伏木信用金庫の出資会員の皆さまに感謝
の気持ちを込めて特別金利の定期預金・定期積
金をご用意しました。
※詳しくは、店頭窓口までお問い合わせください。
取扱期間：令和 7 年 4 月 1 日（火）

～令和 8 年 3 月 31 日（火）

　特殊詐欺犯罪防止の取組みについて

　被害防止のため、お客様への声かけなどをさ
せていただいており、多額のお支払いについて
は「当金庫発行の小切手」の利用をお願いしてお
ります。また、令和 7 年 2 月には、富山県警察と

「特殊詐欺等の情報提供に関する協定」を締結し、
急増する特殊詐欺への対応を強化しております。
　詐欺被害防止の取組みにご理解とご協力をお
願い致します。
　

　お気軽にご相談下さい。

　お近くの「氷見伏木信用金庫」で

ご　案　内
第82期 剰余金処分

これを次の通り処分いたします。

令和 7年 6月

以上監査の結果、適法かつ正確妥当であることを認めます。

常勤監事

監　　事

監　　事

洲　崎　実　宏

七　分　由紀雄

廣　田　一　徳

（注３） 貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分は、信用金庫法第
　　　 38 条の 2 第 3 項の規定に基づき、河村拓栄公認会計士の
　　　 監査を受け、適法意見の監査報告書を受領しております。

（注２） 監事　七分由紀雄、廣田一徳は、信用金庫法第 32 条第 5
　　　 項に定める員外監事であります。

利益準備金取崩額

出資配当金（年3％）

3,662,000円

当期未処分剰余金 1,294,575,405円

剰 余 金 処 分 額 4,704,042円

繰　越　金（当期末残高） 1,293,533,363円

氷見伏木信用金庫

4,704,042円

至 令和 7年 3 月31日

自 令和 6年 4月 1日

（注１） 理事　渡邊一三、山本貴史は、信用金庫業界の「総代会の
　　　 機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外
　　　 理事であります。

理 事 長

常務理事

常勤理事

常勤理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

太　田　栄　幸

西　川　峰　雄

喜　多　秀　樹

髙　田　雅　朗

藤　井　　　隆
垣　内　貴　裕

渡　邊　一　三

山　本　貴　史


